
                                      

 

 

 

                
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年６月２３日、第２回永山地区ワークショップが開催されました。 

今回も、永山団地自治会、永山団地名店会、民生児童委員、福祉のネットワーク永山、保育園、幼稚園、

小学校、医師会、ＵＲ、地域包括支援センターなど約４０名の皆さんが集まり意見を出し合いました。  

 

～話合いのテーマ～ 

 ●永山団地における拠点施設のイメージをつかもう  ●地域包括支援センターの機能を知ろう    

●高齢者見守り相談窓口の機能を知ろう       ●見守りについて考えよう 

 

        皆さんから出た意見は裏面へ 

第２号 

～永山地区ワークショップ～ 

今こそ！わたしたちの底力 豊かに暮らす永山モデル 

第２回永山地区ワークショップが６月２３日に行われました 

 永 山 モ デ ル 
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Ｒ都市機構、社会福祉協議会、中部地域包括支援センター、

多摩市高齢支援課） 

事務局：多摩市健康福祉部高齢支援課介護予防推進係 
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平成 28 年 5月 30 日発行 

今年秋に永山商店会にオープンす

る予定の地域包括支援センター、見

守り相談窓口の図面を見ながら、ハ

ード面とソフト面両面から、どのよ

うな施設になるとよいか、意見を出

し合いました。 



 

 

 

 

 

 

いろんな見守りがある・・・緩やかな見守り、担当による見守り、専門的な見守り 

地域でおこなう見守りは、日常の中の見守りが主 

高齢者見守り相談窓口は、地域の皆さんの気付きを教えていただき支援するところ 

 

 

地域でできる見守りは？ 

 ★気軽に挨拶ができるように日ごろから声かけ 

 ★見守られている、監視されていると感じない見守りを日常の中でする 

 ★「どこにどういう人がいるかわからない」との声も・・・ 

   →本人の同意をもらってリストにする 見守り相談窓口で情報管理 

   →誰が本人の同意をもらうの？   

 たとえば：・各々で同意書をつくる「生活支援上見守りが必要」と文面に入れる 

          ・自主防災で名簿があるが活用できないか 

               ・自宅に訪問したときに「心配だから包括に伝えるね」などと声かけする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 これらの仕組みを具体的にどのようにするか、次回みんなで話し合います。 

 

 

専門的な見守り 

担当による 

見守り 

緩やかな 

 見守り 

＊日時：平成２８年７月１４日（木）１３：００～１５：００  永山東集会所 

＊内容：見守り活動、生活支援、介護予防のための通いの場、多世代交流などについて語りましょう 

♪ご都合のつく方は、是非ご出席ください。お待ちしています。♪ 

次回のお知らせ 

日常的な見守り 

気軽に声かけ・あいさつ 

個人情報について同意を 

もらっての見守り 

ルール決め・自主防災との調整 

個人情報の壁 

どんな拠点施設がよいか？ 

・入りやすい雰囲気に！ 

・全面オープンにできる  

・普段は開放しておく 

・看板も入りやすい名称に 

 

見守り相談窓口の機能は？ 

・支援が必要な高齢者を、本人の同意を得て台帳作成 

・社会福祉士など専門職を配置し、相談対応 

・訪問、電話により安否確認、状況把握 

・地域の関係機関でネットワーク構築  

高 齢 者 見 守 り 相 談 窓 口 

「いつもと違う」 

「何かおかしい」と

感じる人がいたら

専門機関等へ相談 

・地域住民の皆さん 

・民間事業者 など 

定期的な安否確認や声かけ 

・民生委員 

・住民ボランティアなど 

対応拒否、困難な問題を抱えている等の方

へ専門的な知識・技術により行われている 

・地域包括支援センター 

・市役所 

どちらも必要 

取り払おう 


